
一般社団法人日本小児看護学会  教育委員会 
201６年度研修会 

対象：小児看護の人材育成・教育に関心のある看護師の方 100名程度 

日時：2016年12月3日（土）9:30～16:00 
会場：首都大学東京 荒川キャンパス 
参加費：会員 2000円  非会員 3000円 
 
プログラム 
 9:30-         受付開始 
 10:00-12:00    開会・講演 
  Ⅰ 小児専門病院における教育 
     内海 加奈子氏（千葉県立こども病院 小児看護専門看護師） 
  Ⅱ 総合病院における教育 
     渡邊 輝子氏（済生会横浜市東部病院 小児看護専門看護師） 
  Ⅲ 混合病棟における教育 
     尾高 大輔氏（武蔵野赤十字病院 小児看護専門看護師） 
 12:50-13:30 講演 
  Ⅳ 基礎教育の実践力向上に関する試み 
     永島 美香氏（東京医科大学医学部看護学科教授） 
 13:40-16:00 グループワーク・まとめ 
 
  
  
 

【申し込み】 締切り：2016年11月18日（金） 
下記をご記入の上、メール（またはFAX）でお申し込みください。 
①所属 ②氏名 ③会員/非会員  
④職位（管理者・教育担当者・教員・その他） 
⑤連絡の取れるメールアドレス 
【注意事項】 
＊申し込み後、数日以内に受付番号をお知らせします。 
メール着信の拒否や制限をされている方は、申込先メール 
アドレス（jschn_edu@shinshu-u.ac.jp）からメールが着信 
できるように設定をお願いします。 
＜申込先＞ 
E-mail : jschn_edu@shinshu-u.ac.jp  
FAX : 0263-37-2359    （研修会事務局：鈴木泰子） 

 一般社団法人日本小児看護学会  
 教育委員会 学術・研究推進委員会共催 
  委員長 平林優子   運営代表 飯村直子                  

＊日暮里駅・西日暮里駅から舎人ライナー「熊野
前」駅下車徒歩３分 
＊王子駅・町家駅から都電荒川線 
「熊野前」駅下車 徒歩３分 
＊田端駅から都営バス（端44系統）「北千住駅
行」「首都大学荒川キャンパス前」下車 

小児看護の実践能力を高める教育 
～どんな場であっても小児看護ができる人を育てよう。   

その教育はどうすればよいか～ 

 
＊会場の周囲にコンビニエン
スストアや飲食店はありませ
ん。昼食はご持参ください。 
 



各位 
一般社団法人日本小児看護学会教育委員会 2016 年度研修会のご案内 

小児看護の実践能力を高める教育 

～どんな場であっても小児看護ができる人を育てよう。その教育はどうすればよいか～ 

 
拝啓 
 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 
平素より本学会の活動につきましてご理解、ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

 
一般社団法人日本小児看護学会 教育委員会は、2016 年 12 月 3 日（土）に、小児看護教育の質向上

のため、上記のテーマで、小児看護の人材育成を考える研修会を企画いたしました。 
本研修は、学術・研究推進委員会との共催で行います。 
 
医療における子どもの権利擁護の重要性は、小児看護に携わる多くの人が認識するようになってきま

した。しかし、少子化や、医療構造の変化、看護師養成機関の増加等に伴い、小児看護学教育、臨床で

の小児看護の教育は、特に実践力獲得方法について様々な課題が生じてきています。そのような現実で

あるからこそ、子どもが医療を受けるどのような場であっても、子どもの権利を守りながら子どものた

めの看護ができる人材を育てることが必要とされていると考えます。 
 2013 年度、2014 年度の研修会では、基礎教育や臨床での教育の現状や取り組み、課題などを出し合

い、人材育成のヒントを得る機会となりました。今回の研修会は、参加者それぞれの所属や立場で、ま

たはそれを超えて、小児看護の教育、人材育成のプログラムの軸となるものや教育のあり方を考える機

会にしたいと考えています。グループワークにおいても、各施設や教育機関の情報交換だけでなく、学

会として、小児の人材育成に関連するガイドラインの材料になる成果を見出していきたいと考えており

ます。プログラムにつきましては、裏面をご覧ください。 
 
小児看護教育、人材育成に関心のある多くの方のご参加をお待ちしております。また、周囲に関心の

ある方がいらっしゃいましたら、お勧めいただけますと幸いです。ご不明なことがございましたら、下

記までご連絡ください。 
 多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
 

敬具 
2016 年 9 月吉日 

 
企画責任：一般社団法人日本小児看護学会 

教育委員会委員長 平林優子（信州大学医学部保健学科） 
学術・研究推進委員会委員長 飯村直子（首都大学東京） 

 
（お問い合わせ・研修会事務局） 

e-mail：jschn_edu@shinshu-u.ac.jp 
アンダーバー 

鈴木泰子（教育委員・信州大学医学部保健学科） 
〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 

 
＊申し込みに際しましては、必ず連絡がとれるメールアドレスをお願いします。本研修以外には使用いたしません。 
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